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ランのインテリア改修は進んでいま
すが、設備システムはなおざりにさ
れています。
　近年の旅行スタイルは団体旅行か
ら家族旅行へシフトしており、例え
ば定員 5 名の部屋も 2 人で使うこと
が増えています。下表のように旅館

「エコ・小」とは

　国際観光施設協会では小さなエネ
ルギーでエコロジカルに宿泊施設を
運営するエコ・小活動に取り組み、
今までに 100 軒を超える施設につい
て宿泊人員と水光熱使用量の毎月の
データを分析し、また設備システム
を現地調査し改善指導を行なってい
ます。この活動で環境大臣から表彰
されました。

宿泊施設の三つの課題

　宿泊施設、特に温泉旅館では三つ
の課題があります。①水光熱費をど
のくらい使っているか把握できてい
ない。②設備を理解して管理できる
人がいない。③設備システムに欠陥
があるか、間違った運用をしている。
この結果 1 人当たり水光熱費が売り
上げの 10％前後になり経営を圧迫し
ているケースが多く見られます。装
置産業である宿泊業は客室やレスト
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の定員稼働率は 24％前後です。1 室
の多人数利用ができる旅館の長所を
生かしながら、利用者数の少ないと
きにも効率的に稼働させる工夫をす
る必要があります。

　設備容量が過剰な施設において、
水道光熱費の削減は⑴固定費の削減、
⑵需要に応じた設備の運転の運転、
が有効です。最小限の設備改善で、
これらを実現することで、お客さま
の満足度を損ねることなく運営経費
の削減ができます。

出典：観光庁宿泊旅行統計調査

観光庁・宿泊業の生産性向上推進事業

　昨年 5 月から安倍首相の肝いりで
始まった観光庁・宿泊業の生産性向
上推進事業に取り組みました。宿泊
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業の生産性を上げて待遇を改善し、
優秀な人材を宿泊業に迎え、利益を
上げて設備投資を続けることでイン
バウンドを含めた観光施策に貢献す
ることが目的です。
　この事業では「エコ・小」の切り
札として水光熱費の「見える化」の
実証実験を行いました。水光熱費と
宿泊人員の関係を把握して経営して
いる旅館はほとんどありません。ま
して水道・給湯・油・ガスの見える
化は進んでいません。水道、給湯、
電気、ガスに計測器を設置し、加え
て外気温度、源泉温度、各浴槽温度
も館内 WiFi でパルス信号を監視装置
に送り、見える化モニターにグラフ
で表示しました。
　また一日中廻っていた浴槽循環ろ
過ポンプにインバーターを設置して
お客さまの少ない時間帯は回転数を
下げて電気使用量を削減しました。
社員の皆さんが通るサービスエレ
ベーターホールに設置した大型モニ
ターに時々刻々に推移する使用量を
宿泊人員と共に表示することで、そ
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れぞれの職場で働く人が自分の作業
で使うエネルギーの量を知り、無駄
を見つけ、カイゼンを図る動きが始
りました。見える化システムはつけ
ればおしまいでなく始まりです。こ
のモデル旅館では一連の対策で 1 月
から 3 月までのエネルギー消費量が
23％減少しました。

エコ・小」から新しい
温泉旅館経営を創る

「エコ・小」活動とは、単なる省エ
ネではなく、そこで得た原資を温泉
旅館のあらたな魅力の創生と、売り
上げ増につなげ、単なる節約にしな

いことを考えます。30 室、年間宿泊
数 2 万人の旅館で 1 人当たりの水光
熱費が 1350 円とすると年間の水光
熱費は 2 千 7 百万円となります。水
光熱費が 1000 円に下げられれば年
間 7 百万円浮きます。実際に 1 千万
円以上減らした旅館もあります。
 　新たな魅力の創生の工夫の例とし

て「湯量の豊富な温泉ならではの滞
在温泉生活」があります。37℃の低
温温泉を利用して、「夜空を眺める・
本を読む・音楽を聴く・お茶を飲み
歓談する」などの顧客の好むアクティ
ビティを提供するという提案です。
　この活動を広めるべく、今年は地
域「エコ・小」活動と称して 2 ～ 3
の温泉地でセミナーを計画していま
す。


